
令和 6 年度名古屋市教育委員会第31号議案 

   名古屋市立高等学校の管理運営に関する規則等の一部を改正する 

   規則案について 

1  改正理由・内容 

 (1) 令和 7 年 4 月より、各学校（園）において、学校と地域住民・保護者等

が話し合い、どのような子どもを育てていきたいのかを学校と地域・家庭

が共に考えていくために、なごやコミュニティ・スクール制度を導入しま

す。 

   これに伴い、これまで、学校と地域・家庭との連携を深め、教育活動の

充実と地域に開かれた学校づくりをするために実施していた学校評議員制

度を廃止します。 

 (2) 教務主任制度の取扱い及び主幹教諭制度の運用の見直しに伴い、特別支

援学校に置く職員について、規定の整備を行います。 

 (3) その他規定を整理します。 

2  改正する規則 

 (1) 名古屋市立高等学校の管理運営に関する規則 

 (2) 名古屋市立特別支援学校の管理運営に関する規則 

 (3) 名古屋市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則 

 (4) 名古屋市立幼稚園の管理運営に関する規則 

3  施行期日 

  令和 7 年 4 月 1 日から施行します。 

4  規則案 

  別紙のとおり 

（令和 7 年 3 月24日提出 総務部総務課） 



に公布する。 

  令和 7 年 3 月27 日 

             名古屋市教育委員会教育長  坪 田 知 広 

名古屋市教育委員会規則第 5 号 

   名古屋市立高等学校の管理運営に関する規則等の一部を改正する 

   規則 

 （名古屋市立高等学校の管理運営に関する規則の一部改正） 

第 1 条 名古屋市立高等学校の管理運営に関する規則（平成13年名古屋市教育

委員会規則第17号）の一部を次のように改正する。 

  次の表のように改正する。 

                        （下線部分は改正部分） 

改 正 前 改 正 後 

第19条 （略） 第19条 （略） 

 （学校評議員） 

第20条 高等学校に、校長の求めに応じ学

校運営に関し意見を述べることのできる

評議員（以下「学校評議員」という。）

を置くことができる。 

第20条 削除 

2  学校評議員は、当該高等学校の職員以

外の者で教育に関する理解及び識見を有



するもののうちから、校長が推薦し、委

員会が委嘱する。 

（名古屋市立特別支援学校の管理運営に関する規則の一部改正） 

第 2 条 名古屋市立特別支援学校の管理運営に関する規則（平成13年名古屋市

教育委員会規則第18号）の一部を次のように改正する。 

  次の表のように改正する。 

                        （下線部分は改正部分） 

改 正 前 改 正 後 

   第 4 章 （略） 第 4 章 （略） 

  （職員） 

 第12条 学校教育法（昭和22年法律第26号）

第82条において準用する同法第37条第 1

項（同法第49条において準用する場合を

含む。）又は第60条第 1 項に定める職員

のほか、特別支援学校に必要な職員を置

く。 

 2  主幹教諭は、校長及び教頭を助け、命

を受けて校務の一部を整理し、並びに児

童及び生徒（以下「児童等」という。）

の教育をつかさどる。 

第12条 （略） 第13条 （略） 

（校務を分担する主任等及び事務職員） （校務を分担する主任等及び事務職員）

第13条 （略） 第14条 （略） 

2  前項に定めるもののほか、特別支援学

校に学校運営に必要な職員を置くことが

できる。 

第14条 （略） 第15条 （略） 

（学校評議員） 

第15条 特別支援学校に、校長の求めに応

じ学校運営に関し意見を述べることので

きる評議員（以下「学校評議員」とい

う。）を置くことができる。 

2  学校評議員は、当該特別支援学校の職

員以外の者で教育に関する理解及び識見

を有するもののうちから、校長が推薦し、

委員会が委嘱する。 

（児童及び生徒並びに職員に関する事故 （児童等及び職員に関する事故の報告）



の報告） 

第17条 校長は、児童及び生徒並びに職員

に関し、重要と認める事故が発生したと

きは、その事情を直ちに委員会に連絡す

るとともに、速やかに文書をもって報告

しなければならない。 

第17条 校長は、児童等及び職員に関し、

重要と認める事故が発生したときは、そ

の事情を直ちに委員会に連絡するととも

に、速やかに文書をもって報告しなけれ

ばならない。 

 （名古屋市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則の一部改正） 

第 3 条 名古屋市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則（平成13年名古

屋市教育委員会規則第 1 号）の一部を次のように改正する。 

  次の表のように改正する。 

                        （下線部分は改正部分） 

改 正 前 改 正 後 

 （職員）  （職員） 

第12 条 学校教育法（昭和22 年法律第26号）

第37 条第 1 項又は第49条において準用す

る第37条第 1 項に定める職員のほか、学

校に必要な職員を置く。 

第12 条 学校教育法（昭和22 年法律第26号）

第37 条第 1 項（同法第49条において準用 

する場合を含む。）に定める職員のほか、

学校に必要な職員を置く。 

2  （略） 2  （略） 

 （学校評議員） 

第16条 学校に、校長の求めに応じ学校運

営に関し意見を述べることのできる評議

員（以下「学校評議員」という。）を置

くことができる。 

第16条 削除 

2  学校評議員は、当該学校の職員以外の

者で教育に関する理解及び識見を有する

もののうちから、校長が推薦し、委員会

が委嘱する。 

 （名古屋市立幼稚園の管理運営に関する規則の一部改正） 

第 4 条 名古屋市立幼稚園の管理運営に関する規則（平成13年名古屋市教育委

員会規則第19号）の一部を次のように改正する。 

  次の表のように改正する。 

                        （下線部分は改正部分） 

改 正 前 改 正 後 

第12条 （略） 第12条 （略） 



 （学校評議員） 

第13条 幼稚園に、園長の求めに応じ幼稚

園運営に関し意見を述べることのできる

評議員（以下「学校評議員」という。）

を置くことができる。 

第13条 削除 

2  学校評議員は、当該幼稚園の職員以外

の者で教育に関する理解及び識見を有す

るもののうちから、園長が推薦し、委員

会が委嘱する。 

   附 則 

 この規則は、令和 7 年 4 月 1 日から施行する。 


